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製品使用段階
ＣＯ２削減量

来
年
度
５
万
�
目
指
す

電
池
材
料
な
ど
候
補
に

住
友
電
工

土壌・地下
水浄化剤

日
本
市
場
開
拓
を
本
格
化

低
コ
ス
ト
武
器
に
攻
勢

米
テ
ラ
・
シ

ス

テ

ム

ズ

レイモンド社長

電力可視化
シ ス テ ム

低
コ
ス
ト
で
高
精
度

省
エ
ネ
対
策
に
活
用

産
総
研

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
発
電

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
Ｆ
Ｓ

パ
ー
ム
や
し
空
房
を
活
用

清
水
建
設

エ
ネ
使
用
状
況
見

え
る
化
す
る
住
宅

住
友
林
業

Ｊ
�
Ｖ
Ｅ
Ｒ
方
法
論

に「
屋
上
緑
化
」追
加

環
境
省

単
一
素
材
で
単
品
回
収
が

可
能
な
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
は
、
Ｍ
Ｒ
に
適
し
た
循

環
資
源
。
た
だ
、
国
内
で
回

収
さ
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

約
３
分
の
２
は
、
買
い
取
り

価
格
の
高
い
中
国
な
ど
海
外

に
流
出
し
て
い
る
の
が
現

状
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
（
容
リ
法
）
に
よ
る
回
収

量
は
約
２０
万
�
に
と
ど
ま

り
、
再
生
設
備
の
平
均
稼
働

率
は
５
割
程
度
に
落
ち
込
ん

で
い
る
と
い
う
。
既
存
の
再

生
用
途
は
海
外
で
も
容
易
に

商
業
化
で
き
る
こ
と
も
、
国

内
市
場
活
性
化
を
阻
害
す
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
点
を
解
決

す
る
手
法
の
１
つ
が
、
高
付

加
価
値
用
途
へ
と
再
生
す
る

高
度
化
リ
サ
イ
ク
ル
。
通
常
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
物
性
（
固

有
粘
度
�
Ｉ
Ｖ
値
）
の
高
い

用
途
か
ら
、
卵
パ
ッ
ク
や
短

繊
維
な
ど
Ｉ
Ｖ
値
の
低
い
用

途
へ
と
Ｍ
Ｒ
す
る
カ
ス
ケ
ー

ド
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
が
、

再
生
樹
脂
の
品
質
を
さ
ら
に

高
め
る
メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
用
い
て
物
性
を
制
御

で
き
れ
ば
、
従
来
バ
ー
ジ
ン

材
料
し
か
使
え
な
か
っ
た
高

付
加
価
値
用
途
で
需
要
が
創

出
で
き
る
。
同
技
術
に
よ
る

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
は
、
再
縮
合
重

合
反
応
を
用
い
た
メ
カ
ニ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
再

生
樹
脂
の
Ｉ
Ｖ
値
を
飲
料
ボ

ト
ル
に
必
要
な
レ
ベ
ル
に
ま

で
回
復
し
、
か
つ
汚
染
物
質

も
取
り
除
け
る
。
サ
ン
ト
リ

ー
食
品
と
共
同
で
国
内
初
の

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
協
栄
産
業

の
古
澤
栄
一
社
長
は
、「
反
応

技
術
事
体
は
そ
う
難
し
く
な

い
。
設
備
の
運
転
技
術
、
前

処
理
段
階
を
含
め
た
異
物
除

去
技
術
や
品
質
管
理
ノ
ウ
ハ

ウ
が
重
要
」
と
語
る
。

海
外
で
は
、
大
手
飲
料
メ

ー
カ
ー
が
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
リ
サ
イ

ク
ル
設
備
の
稼
働
を
休
止
し

た
。
回
収
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
が
汚
か
っ
た
こ
と
が
理
由

の
１
つ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

消
費
者
に
よ
る
洗
浄
・
分
別

排
出
に
よ
り
質
の
高
い
循
環

資
源
が
生
み
出
さ
れ
る
日
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
も
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｂ
の
実
現
に
は
不
可
欠
と

い
え
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
も
消

費
者
の
意
識
に
応
え
る
た
め

再
生
材
料
の
利
用
を
拡
大
し

始
め
て
い
る
。
協
栄
産
業
に

対
す
る
問
い
合
わ
せ
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。

国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ェ

ー
ン
は
、
入
り
口
（
飲
料
・

ボ
ト
ル
メ
ー
カ
ー
）
と
出
口

（
繊
維
・
シ
ー
ト
メ
ー
カ
ー

等
）
が
違
う
�
Ｕ
の
字
�
リ

サ
イ
ク
ル
。
海
外
流
出
が
続

く
現
在
は
�
Ｌ
の
字
�
へ
と

姿
を
変
え
て
い
っ
て
い
る
。

入
り
口
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
参

加
に
よ
る
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
ル
ー
プ

が
導
入
さ
れ
れ
ば
�
Ｏ
の

字
�
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
で

き
る
た
め
、
海
外
流
出
が
続

く
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
国
内
循

環
に
戻
す
求
心
力
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

の
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
（
Ｍ
Ｒ
）
シ
ス
テ
ム

「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
」
の
構
築
が
始

ま
っ
た
。
高
度
化
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
り
製
造
し
た
再
生
樹

脂
を
飲
料
用
ボ
ト
ル
に
戻
す

こ
と
で
、
良
質
な
�
都
市
油

田
�
で
あ
る
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
の
国
内
循
環
を
促

す
も
の
。
従
来
�
Ｕ
の
字
�

�
Ｌ
の
字
�
で
あ
っ
た
国
内

リ
サ
イ
ク
ル
チ
ェ
ー
ン
が

�
Ｏ
の
字
�
に
変
わ
る
た

め
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
海
外
流
出
が

抑
制
で
き
る
。
既
存
用
途
に

お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

住
友
電
気
工
業
は
、
製
品

使
用
段
階
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削

減
量
目
標
を
設
定
し
た
。
来

年
度
は
５
万
�
削
減
を
目
指

す
。
環
境
中
期
計
画
「
ア
ク

シ
ョ
ン
Ｅ
Ｃ
Ｏ
�
２１
（
フ
ェ

ー
ズ
�
）」で
初
め
て
目
標
数

値
を
設
定
し
た
。
環
境
配
慮

製
品
の
拡
大
の
一
環
。
社
会

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
す
る

製
品
を
地
球
温
暖
化
対
策
製

品
と
位
置
づ
け
、
Ｃ
Ｏ
２

削

減
量
を
算
定
・
開
示
す
る
も

の
。
今
年
度
は
電
池
材
料
な

ど
１０
製
品
を
対
象
に
実
施
す

る
。同

社
は
、
社
内
制
度
と
し

て
、
新
製
品
開
発
時
や
既
存

製
品
の
設
計
変
更
時
に
、
資

源
の
節
約
、
環
境
負
荷
低
減

な
ど
の
項
目
で
製
品
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

実
施
し
た
製
品
は
エ
コ
マ
イ

ン
ド
製
品
と
し
、
こ
の
う
ち

環
境
に
優
れ
た
製
品
は
、
環

境
ラ
ベ
ル
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
２
１
に
準
拠
し
て

審
査
し
、
エ
コ
製
品
に
登
録

し
て
い
る
。

２
０
１
０
年
度
の
累
計
登

録
数
は
エ
コ
マ
イ
ン
ド
が
２

４
０
品
目
、
エ
コ
製
品
は
７３

品
目
。
エ
コ
製
品
は
来
年
度

に
事
業
部
全
体
に
占
め
る
売

上
高
比
率
５０
％
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
品
は
、

エ
コ
製
品
の
う
ち
、
製
品
使

用
段
階
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減

が
見
込
ま
れ
る
製
品
を
対
象

に
、
削
減
量
を
算
定
・
開
示

す
る
社
内
制
度
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
昨
年

か
ら
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
は
セ
ル
メ
ッ
ト
、
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

用
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
（
Ｇ
Ａ
Ｎ
）

基
板
、
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
用

素
子
な
ど
を
候
補
に
１０
製
品

で
算
定
す
る
。

例
え
ば
セ
ル
メ
ッ
ト
は
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｈ

Ｖ
）
に
搭
載
さ
れ
る
ニ
ッ
ケ

ル
水
素
２
次
電
池
の
陽
極
板

に
使
わ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｖ
の

Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
の
う
ち
セ
ル

メ
ッ
ト
の
削
減
量
を
算
定
す

る
イ
メ
ー
ジ
。

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
あ
ず
さ
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
算
定
の
根
拠

を
判
定
し
、
公
平
性
を
確
保

す
る
。
削
減
量
に
つ
い
て
は
、

生
産
時
の
排
出
量
と
オ
フ
セ

ッ
ト
す
る
社
内
排
出
権
取
引

な
ど
へ
の
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ

ョ
ン
資
材
の
開
発
・
製
造
会

社
、
米
国
の
テ
ラ
・
シ
ス
テ

ム
ズ
（
本
社
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア

州
ウ
ィ
ル
ミ
ン
グ
ト
ン
）
は

日
本
市
場
の
開
拓
を
本
格
化

さ
せ
る
。
分
解
微
生
物
を
活

性
化
さ
せ
て
地
下
水
を
原
位

置
浄
化
す
る
浄
化
剤
の
売
り

込
み
を
強
化
す
る
。
名
古
屋

の
協
力
工
場
で
生
産
を
開
始

し
た
。
来
年
に
は
東
京
に
オ

フ
ィ
ス
を
開
設
。
低
価
格
で

浄
化
で
き
る
こ
と
を
武
器

に
、
販
売
攻
勢
を
か
け
て
い

く
。同

社
は
１
９
９
２
年
に
設

立
。
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
資
材
開
発
の
パ
イ
オ

ニ
ア
的
存
在
で
、
米
国
の
軍

事
基
地
や
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
、
化
学
工
場
な
ど
の
多

く
の
現
場
で
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。

主
力
製
品
は
、
大
豆
油
を

主
原
料
に
乳
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
栄
養
物
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

１２
な
ど
を
添
加
さ
せ
た
乳
化

剤
。
地
下
水
に
添
加
す
る
と

嫌
気
性
条
件
を
作
り
、
汚
染

物
質
を
分
解
す
る
嫌
気
性
微

生
物
を
活
性
化
さ
せ
て
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
塩

素
系
化
合
物
や
ク
ロ
ム
、
ヒ

素
な
ど
の
汚
染
物
質
を
分
解

す
る
。

同
社
の
浄
化
剤
に
は
、
粘

着
性
が
低
く
、
広
範
囲
に
分

散
す
る
「
Ｓ
Ｒ
Ｓ
」
と
、
粘

着
性
が
高
く
岩
石
の
割
れ
目

に
粘
着
し
て
効
果
を
発
揮
す

る
「
Ｓ
Ｒ
Ｓ
�
Ｆ
Ｒ
」
の
２

タ
イ
プ
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

現
場
に
お
い
て
水
で
希
釈
し

て
簡
単
に
注
入
で
き
、
長
時

間
の
持
続
効
果
を
特
徴
と
す

る
。最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
浄
化

コ
ス
ト
の
安
さ
。「
掘
削
除
去

に
比
べ
て
最
小
で
も
５０
％
、

場
合
に
よ
っ
て
は
９０
％
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
」（
リ
チ
ャ

ー
ド
・
レ
イ
モ
ン
ド
社
長
）

と
い
う
。

昨
年
１０
月
に
改
正
土
壌
汚

染
対
策
法
が
施
行
さ
れ
、
汚

染
土
壌
処
理
の
対
策
メ
ニ
ュ

ー
の
１
つ
に
原
位
置
浄
化
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
掘
削
除
去
中
心
だ
っ
た
が

原
位
置
浄
化
の
需
要
は
高
ま

る
と
み
ら
れ
る
。同
社
も
「
改

正
法
施
行
で
バ
イ
オ
レ
メ
デ

ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
市
場
は
拡

大
す
る
。
米
国
よ
り
も
日
本

の
ほ
う
が
拡
大
の
余
地
は
大

き
い
」（
同
）と
み
て
い
る
。

同
社
は
、
２
０
０
３
年
か

ら
代
理
店
を
通
じ
て
日
本
へ

の
販
売
を
開
始
。
こ
れ
ま
で

米
国
か
ら
製
剤
を
輸
入
し
て

き
た
が
、
需
要
拡
大
を
見
込

み
名
古
屋
の
協
力
工
場
で
生

産
す
る
体
制
に
切
り
替
え

た
。
来
年
に
は
東
京
に
オ
フ

ィ
ス
を
設
置
。
売
り
込
み
の

強
化
を
図
る
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所
は

２
日
、
安
価
な
電
力
計
測
機

器
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
低

コ
ス
ト
な
電
力
可
視
化
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
と
発
表
し

た
。
計
測
機
器
は
４
点
同
時

計
測
が
可
能
で
、
国
家
標
準

に
基
づ
い
て
開
発
し
た
校
正

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
精
度
を
保

証
す
る
。
計
測
値
は
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
バ
ー
に
収
集
・
蓄
積

さ
れ
る
。
工
場
内
の
機
械
ご

と
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
サ

ー
バ
ー
ご
と
な
ど
の
使
用
電

力
の
可
視
化
に
応
用
が
可
能

で
、
省
エ
ネ
対
策
に
活
用
で

き
る
。

震
災
後
の
電
力
不
足
を
受

け
企
業
の
節
電
対
策
が
進
ん

で
い
る
。
き
め
細
か
な
節
電

計
画
を
立
案
す
る
に
は
、
場

所
ご
と
に
使
用
電
力
を
把
握

す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
た
だ

し
、
計
測
点
が
増
え
れ
ば
コ

ス
ト
も
か
さ
む
の
が
課
題
。

計
測
し
た
デ
ー
タ
を
電
気
料

金
の
課
金
や
生
産
の
コ
ス
ト

計
算
に
使
う
場
合
に
は
、
デ

ー
タ
の
精
度
保
証
も
課
題
と

な
る
。

新
開
発
の
電
力
計
測
機
器

は
市
販
の
ク
ラ
ン
プ
型
電
流

セ
ン
サ
ー
と
ワ
ン
チ
ッ
プ
マ

イ
コ
ン
で
構
成
。
量
産
時
に

は
計
測
点
１
点
当
た
り
２
５

０
０
円
程
度
で
済
み
、
低
コ

ス
ト
な
が
ら
４
点
を
同
時
計

測
で
き
る
。
国
家
標
準
に
基

づ
く
校
正
シ
ス
テ
ム
も
開

発
。
誤
差
は
１
％
程
度
と
、

可
視
化
シ
ス
テ
ム
と
し
て
低

コ
ス
ト
な
が
ら
十
分
な
精
度

を
実
現
し
た
。
計
測
値
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
グ

ー
グ
ル
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ

ー
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集

・
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み
。

産
総
研
は
計
算
サ
ー
バ
ー

室
内
に
合
計
２
４
９
点
を
計

測
し
、
サ
ー
バ
ー
ご
と
の
使

用
電
力
を
可
視
化
す
る
シ
ス

テ
ム
を
短
期
間
で
構
築
し

た
。
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
全
体
の
省

電
力
化
に
向
け
て
サ
ー
バ
ー

ご
と
の
使
用
電
力
可
視
化

や
、
電
気
使
用
量
と
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
量
の
変
動

に
応
じ
て
稼
働
す
る
機
器
の

数
を
自
動
で
調
整
す
る
技
術

開
発
に
取
り
組
む
。

清
水
建
設
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
、
パ
ー
ム
や
し
空
房

（
Ｅ
Ｆ
Ｂ
）
を
使
っ
た
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
事
業
化

調
査
（
Ｆ
Ｓ
）
に
着
手
し
た
。

同
国
国
営
パ
ー
ム
オ
イ
ル
工

場
で
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
Ｅ

Ｆ
Ｂ
を
化
石
燃
料
の
代
替
燃

料
に
用
い
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
で
発
電
・
売
電
事
業

を
行
う
も
の
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の
事
業
に
採

択
さ
れ
た
。
政
府
が
進
め
る

２
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
実
現

に
つ
な
が
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
事
業

化
を
目
指
す
。
１４
年
間
で
１

６
０
０
万
�
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
権
創
出
を
見
込
む
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
７２
カ

所
に
広
く
点
在
す
る
国
営
パ

ー
ム
オ
イ
ル
工
場
で
は
、
オ

イ
ル
の
抽
出
工
程
に
お
い
て

大
量
の
Ｅ
Ｆ
Ｂ
、
繊
維
、
殻

が
発
生
す
る
。
Ｅ
Ｆ
Ｂ
は
水

と
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
た

め
、
従
来
の
ボ
イ
ラ
ー
で
は

燃
料
に
使
う
こ
と
が
で
き
ず

廃
棄
処
理
さ
れ
て
い
る
。

最
新
鋭
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
Ｅ
Ｆ
Ｂ

を
化
石
燃
料
の
代
替
燃
料
と

し
て
活
用
す
る
。

工
場
が
点
在
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
複
数
の
工
場

か
ら
Ｅ
Ｆ
Ｂ
の
み
を
集
め

て
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

で
発
電
す
る
タ
イ
プ
と
、
工

場
ご
と
に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
設
置
し
Ｅ
Ｆ
Ｂ
、
繊

維
、
殻
を
混
焼
し
て
発
電
す

る
タ
イ
プ
の
２
つ
事
業
化
方

法
を
想
定
す
る
。

各
工
場
の
位
置
や
周
辺
道

路
状
況
、
廃
棄
物
量
、
既
存

ボ
イ
ラ
ー
の
状
態
、
送
電
網

へ
の
距
離
な
ど
を
調
査
し
、

経
済
合
理
性
と
地
域
特
性
か

ら
２
つ
の
事
業
化
方
法
の
組

み
合
わ
せ
や
設
置
す
る
ボ
イ

ラ
ー
の
規
模
、
実
施
時
期
を

検
討
す
る
。

す
べ
て
の
工
場
で
発
電
・

売
電
事
業
を
行
っ
た
場
合
、

ボ
イ
ラ
ー
の
発
電
量
は
１
８

０
�
�
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減

量
は
年
間
１
１
５
万
�
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
。

住
友
林
業
は
、
家
庭
内
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
見

え
る
化
す
る
住
宅
「
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
き
ょ

う
５
日
に
発
売
す
る
。
家
電

の
電
力
使
用
量
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
、
売

電
量
を
シ
ャ
ー
プ
製
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
の
モ
ニ
タ
ー
上
で

可
視
化
し
省
エ
ネ
行
動
を
促

す
。
価
格
は
坪
単
価
５８
万
円

か
ら
。
初
年
度
は
３
０
０
０

棟
の
販
売
を
目
指
す
。

新
商
品
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、

同
社
の
高
断
熱
・
高
気
密
か

つ
涼
温
房
設
計
の
住
宅
と
シ

ャ
ー
プ
製
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
、
設
置
す
る
住
宅

に
標
準
装
備
す
る
。
住
宅
と

太
陽
光
発
電
の
組
み
合
わ
せ

で
、
年
間
７９
％
節
電
。
さ
ら

に
見
え
る
化
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
１５
％
削
減
す

る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
画
面

に
は
、
電
力
計
測
タ
ッ
プ
に

接
続
し
た
家
電
の
個
別
ま
た

は
部
屋
単
位
の
電
力
使
用

量
、
太
陽
光
発
電
の
運
転
状

況
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
電
力
使
用
量

を
把
握
で
き
、
上
限
目
標
の

設
定
や
前
年
同
時
期
と
の
比

較
も
で
き
る
。

環
境
省
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
・
吸
収
量
を
カ

ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
す
る

Ｊ
�
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
で
、「
屋
上

緑
化
に
よ
る
空
調
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
を
新
た
な
方
法
論

と
し
て
追
加
し
た
。

工
場
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な

ど
の
建
築
物
で
屋
上
緑
化
を

行
い
、
冷
暖
房
の
空
調
負
荷

を
低
減
し
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

を
削
減
す
る
も
の
。
既
存
の

建
物
の
屋
上
緑
化
が
対
象

（
新
築
・
増
改
築
、
壁
面
緑

化
な
ど
は
対
象
外
）
で
経
済

性
評
価
は
不
要
。

Ｊ
�
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
は
、
企

業
が
自
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
う
ち
削
減
困
難
な

部
分
を
、
他
の
場
所
で
実
現

さ
れ
た
排
出
削
減
・
吸
収
量

で
埋
め
合
わ
せ
る
カ
ー
ボ
ン

・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
仕
組
み
の

１
つ
。
同
省
が
２
０
０
８
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
方
法

論
は
こ
れ
で
合
計
３１
種
類
と

な
っ
た
。 府

中
事
業
所
が
都
か
ら
準
ト
ッ
プ
認
定

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
府
中
事
業
所
が
東
京
都
か
ら
「
優
良
特

定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
」
の
準
ト
ッ
プ
認
定
を

取
得
し
た
。
着
実
な
省
エ
ネ
設
備
へ
の
投
資
、
運
用

管
理
の
徹
底
、
オ
フ
ィ
ス
Ｏ
Ａ
機
器
の
省
エ
ネ
対
策

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
東
京
都
環
境
確
保
条
例
で
大

規
模
事
業
所
に
課
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
総

量
削
減
義
務
率
が
を
課
し
て
い
る
が
、
４
分
の
３
に

緩
和
さ
れ
る
。

環
境
測
定
分
析
で
東
北
事
務
所
を
開
設

環
境
測
定
分
析
を
行
う
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
（
本

社
・
東
京
都
、
水
落
憲
吾
社
長
）
は
、
宮
城
県
仙
台

市
に
東
北
事
務
所
を
開
設
し
た
。
東
日
本
大
震
災
被

災
地
に
お
い
て
復
興
作
業
を
行
う
ゼ
ネ
コ
ン
、
廃
棄

物
処
理
事
業
者
な
ど
か
ら
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

関
す
る
相
談
・
依
頼
に
即
応
す
る
た
め
、
情
報
収
集

と
連
絡
の
現
地
事
務
所
と
し
て
設
置
し
た
。
同
社
は

環
境
省
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
環
境
調
査
、
日
本
環
境

測
定
分
析
協
会
な
ど
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
に

協
力
。
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）、ア
ス
ベ

ス
ト
、
土
壌
、
臭
気
、
大
気
・
水
質
、
重
金
属
、
放

射
性
物
質
な
ど
の
測
定
分
析
に
対
応
し
て
い
る
。

◇
化
学
生
物
総
合
管
理
学
会
が

学
術
総
会

３０
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
。
化
学
物
質
や
生
物
の
リ

ス
ク
評
価
に
関
す
る
成
果
や
論
考

の
結
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
開

催
し
て
お
り
、
今
年
度
で
８
回
目
。

通
例
の
個
人
発
表
に
加
え
、
今
年

度
に
創
設
し
た
学
会
奨
励
賞
記
念

講
演
を
行
う
。
原
発
事
故
を
踏
ま

え
た
特
別
講
演
も
実
施
す
る
。
参

加
費
は
会
員
無
料
、
非
会
員
１
０

０
０
円
。
参
加
希
望
者
は
氏
名
、

所
属
、
意
見
交
換
会
（
会
費
２
０

０
０
円
）
出
欠
を
明
記
し
、
ｅ
メ

ー
ル
で
学
会
事
務
局(c

d

�jim
2
@

c
d
im

s.n
e
t

）
ま
で
。講
演
テ

ー
マ
は
次
の
通
り
。

▽
学
会
奨
励
賞
記
念
講
演
「
住

友
化
学
の
化
学
品
安
全
管
理
の
取

り
組
み
�
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ケ

ミ
ス
ト
リ
ー
に
向
け
て
�
」
佐
藤

雅
之
住
友
化
学
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル

ケ
ア
室
化
学
品
安
全
部
長
、「
シ
ャ

ー
プ
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
〜
エ

コ
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
を

め
ざ
し
て
〜
」
森
本
弘
シ
ャ
ー
プ

執
行
役
員
環
境
安
全
本
部
長
、「
新

興
感
染
症
発
生
の
リ
ス
ク
と
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
」
渡
邉
治
雄
国
立
感

染
症
研
究
所
所
長
▽
特
別
講
演

「
安
全
学
の
立
場
か
ら
安
全
目
標

と
リ
ス
ク
基
準
に
つ
い
て
考
え

る
」
向
殿
政
男
明
治
大
学
理
工
学

部
教
授

◇
花
王
が
�
い
っ
し
ょ
に
ｅ
ｃ

ｏ
�
フ
ォ
ー
ラ
ム

１１
月
４
日
、

産
学
官
の
環
境
分
野
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
第
１
回

花
王
�
い
っ
し
ょ
に

ｅ
ｃ
ｏ
�
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
今

年
６
月
に
竣
工
し
た
エ
コ
テ
ク
ノ

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
工

場
内
）
で
開
催
す
る
。
環
境
技
術

関
連
の
情
報
発
信
の
一
環
と
し
て

行
う
も
の
で
、「
エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
つ
く
る
未
来
・
生
活
を
さ

ぐ
る
を
テ
ー
マ
に
、
製
品
の
環
境

貢
献
を
考
え
る
。
産
学
官
の
環
境

関
連
分
野
の
研
究
者
ら
が
参
加

し
、
安
井
至
製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構
理
事
長
・
東
大
名
誉
教
授
が

「
未
来
と
エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
見
る
視
点
」
を
演
題
に
基
調
講

演
す
る
。
申
し
込
み
は
同
社
�
い

っ
し
ょ
に
ｅ
ｃ
ｏ
�
サ
イ
ト
（h

t

tp
:

//w
w

w
.k

a
o
.c

o
m

/jp
/c

o
rp

/e
c
o
/)

か
ら
。

ＰＥＴボトル

国国
内内
循循
環環
へへ��
ＢＢ
ｔｔ
ｏｏ
ＢＢ
��

飲
料
各
社

が

検

討

Ｏ
の
字
リ
サ
イ
ク
ル
実
現

海外流出の抑制に期待
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